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Ⅰ．は じ め に
　平成24年度，看護系大学は教育課程数203にま
で増加した．これに伴い，看護系大学の臨地実習
を受け入れる病院においては，大学教育に相応し
い実習指導を展開するために，大学との密な連携
をはかり，学生の実習での学びを充実させていく
ことが求められている．
　千葉大学看護学部X教育研究分野では，千葉大
学医学部附属病院における実習病棟の臨床指導者
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要　旨
　本研究の目的は，大学教員と臨床指導者間の連携・協働の取り組みを行っている実習の場における，
実習を通した指導と学生の学びの性質，大学教員と臨床指導者の連携・協働に対する学生の認識を明
らかにすることであり，これにより，学生の実習を通した学びの深化をもたらす臨床指導者・教員の
実習指導の特徴と，大学教員と臨床指導者間の連携・協働のあり方を考察することである．千葉大
学看護学部のX領域別看護実習において，千葉大学医学部附属病院Y病棟で実習を行った学生のうち，
研究参加に同意が得られた学生７名を対象に，グループインタビューを行い，学生の語りを質的に分
析した．その結果，実習を通した指導と学生の学びの性質として12が抽出され，学生の実習を通した
学びの深化をもたらす病棟看護師・教員の実習指導の特徴として以下が得られた．①学生がもってい
る疾患や病態，治療，発達段階などの知識を対象者にあわせて統合し看護を展開できるように，臨床
指導者や教員が学生に問いかける，②臨床指導者や部屋担当の看護師が対象理解に基づく／ふだんか
ら行っている具体的な方法を学生に示す，③臨床指導者からの指導を受け入れるだけでなく，学生が
根拠をもって実施したことは教員が代弁し，学生が病棟看護師に伝えられるよう励ます，④臨床指導
者が学生には気づけない学生の態度や行った看護の評価を伝える．学生は臨床指導者だけでなく部屋
担当の看護師が丁寧に指導してくれたり，声をかけたり，学生の辛さを理解するひと言をかけてくれ
ることで，自分たちが受け入れられていると感じていた．また，学生の学びを臨床指導者と大学教員
が共有することで，学びが深まったり実習がスムーズに進むと感じていた．学生が実習から多くの学
びを得ていくためには，大学教員と臨床指導者が学生の学ぶ過程を共有し指導に関わること，その前
段階として学生が安心して実習に臨むことができる環境調整が必要であり，これらを包含した連携・
協働が求められる．
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が，附属看護実践研究指導センター主催の「平成
24年度　教育－研究－実践をつなぐ臨地実習施設
の看護学教育指導者研修」を受講し，実習指導体
制の改革に取り組んだことを契機に臨床指導者と
の更なる連携・協働を推進している．この取り組
みは，実習指導を通して個々の看護師がその価値
や意義を実感し，看護へのモチベーション向上を
はかることを通して看護師の成長につなげること
を意図するものであり，内容は，病棟独自のマ
ニュアル作りと，指導内容を引き継ぐ用紙を活用
した実習指導の展開であった．平成25年度は，学
生のアセスメント過程が丁寧に記述されるよう記
録用紙を改訂すると共に，実習における学生の学
びを教員と臨床指導者とで共有し，更なる取り組
みの定着を目指した．
　本研究の目的は，大学教員と臨床指導者間の連
携・協働の取り組みを行っている実習の場におけ
る，実習を通した指導と学生の学びの性質，大学
教員と臨床指導者の連携・協働に対する学生の認
識を明らかにすることであり，これにより，学生
の実習を通した学びの深化をもたらす臨床指導
者・教員の実習指導の特徴と，大学教員と臨床指
導者間の連携・協働のあり方を考察することであ
る．学生の学びを深める実習指導の特徴を明示す
ることにより，教員と臨床指導者の連携・協働を
促進すると共に，個々の看護師の実習指導や看護
へのモチベーションを高め，看護師の成長につな
げたいと考えた．尚，本研究は，学生，臨床看護
師，臨床指導者・教員への調査を含む「看護系大
学の実習指導の質向上と臨床看護師の成長を促す
大学・臨床間の連携・協働の要因に関する研究」
の一部である．
Ⅱ．研 究 方 法
１．対象者
　千葉大学看護学部３年から４年次のX領域別看
護実習において千葉大学医学部附属病院Y病棟で
実習を行った学生のうち，研究参加に同意が得ら
れた学生とした．
２．データ収集方法
１）データ収集期間
　データ収集期間は，2013年７月１日～2013年９
月30日とした．
２）データ収集内容
　データは，実習終了後，学生に対して行った実
習指導に対するグループインタビューから得た．
病棟看護師（臨床指導者および，学生の受け持ち
患者を担当する看護師（以下，部屋担当の看護
師））・教員から指導を受けたり，行っている看護
を見て学びがあった実習場面について，受け持ち
患者や家族の状況，指導された内容や学生の言動，
感じたこと，その実習体験を通した学生の認識の
変化や学びなどの語りを得た．また，学生が学び
と関連づけていなくても，受け入れられていると
感じた場面，困難を感じたり理解が深まらなかっ
た場面についての語りを得た．さらに，実習指導
に関する大学教員と臨床指導者の協働に関する意
見や感想を含めた．	
３．倫理的配慮
　千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会の
承認を得た．学生に対し，研究の趣旨及び方法に
ついて，また，任意性の保障，研究参加の有無が
実習の成績評価に影響したり不利益を被ることは
ないこと，プライバシーの保持について文書を用
いて説明した．学生への説明は，実習に関わらな
い教員が行い，同意書が得られた者を対象とした．
グループインタビューは実習の成績をつけた後，
実習に関わらない教員が行った．研究終了後，イ
ンタビューデータは裁断し破棄することとした．
４．分析方法
１）学生のグループインタビューの語りを個別に
分析し，病棟看護師・教員から指導を受けた学
生の実習体験，その体験を通した認識の変化を
再構成した．個別分析結果の共通性・相違性を
検討し，実習を通した指導と学生の学びの性質
を分析した．
２）学生が実習において受け入れられていると感
じたり，困難を感じた場面について共通性・相
違性を分析し，《カテゴリー》を抽出した．
３）大学教員と臨床指導者の連携・協働に関わる
学生の感想や意見について共通性・相違性を分
析し，《カテゴリー》を抽出した．
　分析結果は，看護学教育に関わる６名の研究者
で検討し，分析の妥当性の確保に努めた．初めに
直接実習に関わらない研究者が分析を行い，その
後，実習に関わった研究者を加えて内容を確認し，
全員の合意が得られるまで検討した．
Ⅲ．結　　　果
１．対象者の背景
　対象となった学生は７名，全員が女性であった．
対象学生がX領域で実習を行った時期は，全６実
習領域のうち２～５領域終了後であった．２回の
グループインタビューを実施し，A～Eの５名は
１回目のインタビュー，FおよびGの２名は２回
目のインタビューに参加した．
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２．病棟看護師・教員から指導を受けた学生の実
習体験とその体験を通した認識の変化，およ
び，実習を通した指導と学生の学びの性質
　７名の学生の語りから15の実習体験，16の体験
を通した認識の変化，および，①～⑫の実習を通
した指導と学生の学びの性質が抽出された（表
１）．
３．学生が実習において受け入れられていると感
じたり困難を感じた場面
　表２に示した６つの《カテゴリー》が抽出され
た．学生が受け入れられていると感じたカテゴ
リーは，部屋担当看護師の関わりに関するものが
多かった．
表１　病棟看護師・教員から指導を受けた学生の実習体験とその体験を通した学生の認識の変化、
実習を通した指導と学生の学びの性質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学生
病棟看護師・教員から指導を受けた学生の実習体験
（下線は指導に関わった病棟看護師・教員）
その体験を通した学生の認識の変化
実習を通した指導と学生の学びの
性質
A
行動調整や報告を臨床指導者にするときに、事実を言
うと「なんでだろうね」と聞いてくれ、そう言われる
ことで、背景や、なんでそういう発言だったんだろう、
現象が起きたんだろう、そもそもこの子はなんで入院
しているんだろうと、どんどん「なんで」が連鎖して
いった。
自分一人だとそこまで深く落とし込んで考
えられなかったところを、答えを出すので
はなくて考えるヒントを報告の中で導いて
くれて、そこから自分が分かっていないこ
と、知識が足りないことを気づいたり、勉
強が必要なことが分かり発展があった。
①学生の理解が不足している病態や
治療について、臨床指導者が問いか
け導いてくれたことで、自らの知識
不足に気づき、知識を補う学習を自
力で進めることで、患者の身体に対
する理解を深めることができた
D
術後にドレーンの排液量や性状を臨床指導者に報告し
たら「じゃあ、これはどういう状態なんだろうね」と
言われて、その性状に異常があるないことは分かった
が、どういう状態かを根拠を示して説明できなくて、
濁っていないので感染がないと言ったら「なんで濁っ
てないと感染がないて言えるんだろうね」、「そもそも、
なんでドレーンって入れるんだろうね」と言われた。
術後だから入れると思っていたところを、「入れな
かったらどうなるんだろうね」と言われて答えられな
かった。
ドレーンはどういう目的で入れていて、ど
ういう状態になれば抜けるとか、なんとな
く分かっているところをもう一回見たほう
がいい。カラースケールや、混濁はどうい
うときに出てくるのか、何を表しているの
かというのも勉強が必要と分かった。ド
レーンだけでなく、感染の疑いがあるとき
にほかにも見ることがあると言われて、バ
イタルとか、そういうことが分かった。
B
身体も心理も家族もとらえるのが難しい思春期の女子
を受け持ち、一つ一つは勉強するが関連が分かってい
なかった。鼻出血が大量に出てボスミンで止血するこ
とも多く、臨床指導者に、鼻血が出たと報告したとき
に、なぜ鼻血が出るのかと聞かれて答えられず、身体
の勉強が不足していると言われた。
勉強をしたらいろいろなことが自分の中で
関連付けて理解できるようになり、こうい
う循環の子だから今全身にこういうことが
起きているというのを自分の言葉で理解で
きるようになった。それを報告する場もあ
り、分かりましたと答えてくれたので、こ
れでよかったと思えて身体の理解が深まっ
た。
B
両親の面会はほとんどなかったが、祖父が代わりに日
中来ていたが、話をするきっかけがなく、学生が来る
と祖父も疲れていて「私はちょっと一服してきます」
といなくなってしまう状況で困っていることを教員に
報告したら「何を問題に思って、今あなたはこれを聞
いているの」と言ってくれた。
その中で、疲れていると祖父が気づけるこ
とだと気づいた。
②学生の困っていることに対し、教
員が何を問題と思っているのかを問
いかけてくれたことで、看護問題に
気づくことができた
B
受け持ちの子が家族以外には言葉を発せず日常生活の
自立度も下がっていて、面会がないので母親にも聞け
ず、分からないまま、これができないから励ましなが
ら自己効力感を高めながらやりたいと思いますと言っ
たとき、臨床指導者から「この子自身は今の状況をど
う捉えているんだろうね」と問いかけられた。疾患の
ため不安が強くなり動けないこともあるという文献を
見て、不安が強くて動けないんだと思い込んみ毎日毎
日記録に書いていたら、教員から「本当に不安なんで
しょうか、薬を飲めないのも何もできないのも不安だ
けでしょうか」と毎日毎日返ってきて、どうなんだろ
うというのを1週間ずっと繰り返した。
その二つの問いかけの中で、その子自身が
自分の身体状況を理解できていないことに
気 づ き、「 圧 っ て 何？」 と か、「 脈 っ て
何？」とか聞いてきてくれるようになり、
自分も分からないんだからこの子が分かる
わけないということを理解できるようにな
り、知りたい気持ちがあることも分かった。
次の週に、まず自分の体のことを分かるよ
うに教えて、なぜ今薬を飲まなきゃいけな
いのか、入院しなければいけないのか、そ
の子が理解する必要があるというところに
たどり着けた。
③学生の困っていることに対し、臨
床指導者や教員が対象理解につなが
る問いかけをして段階的に導いてく
れたことで、対象理解が深まり、看
護の方向性が定まって必要な看護実
践を導くことができた
E
2歳の子がステロイドを飲んでいるときはご飯の他に
おやつも欲しがっていたのに、やめた後ご飯一口、二
口になってしまい、母親も「ご飯食べなくなっちゃっ
たんです」と心配してすごく言うので、学生は動揺し
「全然ご飯を食べないんです」と報告した。臨床指導
者が「なんでご飯を食べないかは分かるよね」「この
ぐらいの子ってご飯を食べるのはどうなんだろうね」
「この子はこういう特徴もあるから、ご飯を食べられ
ないのかもしれないよね」「実際どう？」と言われた。
全部答えを言うのではなく、学生が自分で
考えながら大丈夫と分かるように段階的に
導いてくれた。ご飯を食べるようになるの
は、薬の副作用で増えていたのが元に戻っ
たことと、結構むらも出てくる時期という
のと、生活リズムも家にいたときとずれて
いたので、私がかかわった1週間ぐらいで
元に戻していくのは無理ということがわか
り、母親にも説明できた。
看護師さんは、ずっと接してきたからこそ、
この子どもの特徴をとらえて、今はこうな
のかもしれないと、私では気づけない部分
も教えてくれたので、すごく勉強になった。
④対象にずっと接してきた看護師が、
子どもの特徴を踏まえたアセスメン
トを教えてくれたことで、アセスメ
ントを深め看護を展開することがで
きた
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４．学生の大学教員と臨床指導者の連携・協働に
関わる感想や意見
　表３に示した４つの《カテゴリー》が抽出され
た．
Ⅳ．考　　　察
１．学生の実習を通した学びの深化をもたらす病
棟看護師・教員の実習指導の特徴
　実習を通した指導と学生の学びの性質から，学
生の実習を通した学びの深化をもたらす病棟看護
師・教員の実習指導として以下の１）～４）の特
徴が考察された．
C
温罨法をしようと思ったときホットパックが見当たら
ず探していたら、部屋担当の看護師が声をかけてくれ
て、こういう状況で温罨法をしたいと話したら、ホッ
トパックはそんなに病棟にたくさんはないから、こう
いうときはタオルを使うといいと教えてくれた。
臨機応変にどう対応するかという実際の現
場でしか学べないことをすごく丁寧に教え
てくれたのがありがたかった。
⑤看護師が現場の条件の中で対応す
る具体的な方法を教えてくれたこと
で、臨機応変な対応を学ぶことがで
きた
C
子どもに説明する資料を作るとき、どのような言葉を
選び、絵を描いたらいいか分からなかった。先生に言
われて臨床指導者に見せたところ、医師やふだん子ど
もとかかわっている人に「この言葉どう思う？」と聞
いてくれた。「あなたは普段絵本とか読むの？」と聞
いてくれて、「読まないです」と答えると、そこにあ
る絵本を勧めてくれた。
ふだん子どもとかかわっている方から、自
分で絵本を読むようにとか、どうやって実
際に子どもの立場で考えたらよいかという
ことを、現場で自分たちがやっていること
をそのまま伝えてくれたということがすご
くありがたかった。
⑥看護師が子どもの立場に立った関
わりをするために普段から行ってい
ることをそのまま伝えてくれたこと
で、子どもの立場で考える具体的な
方法を学ぶことができた
A,	F
他の学生が作ってきてくれた紙芝居を一緒に臨床指導
者と部屋担当の看護師に見せたら、もう少し絵を増や
したほうが分かりやすいんじゃないか、アレルギーを
治したら食べられるようになるというご褒美もあった
ほうがいいと言われた。
私ともう一人の学生は疾患を理解させると
いうことばかりが目的で作っていたので、
そういうご褒美とかは全然考えていなかっ
た。これを食べられるようになったらこれ
も食べられるということも入れていった。
⑦看護師が本来の目的に加え子ども
の視点に立った内容を加えてくれた
ことで、新たな視点を加えた看護実
践を考えることができた
F
急速経口免疫療法をやっている子どもで、最初はお皿
に卵が乗っていて、それが増えていく絵を描いていた
が、臨床指導者と部屋担当の看護師から、子どもは実
際に今ベッド上でやっているから、ベッド上に子ども
がいる絵にしたほうが実際にやっているのを想像でき
ると言われた
私たちにはそういう発想はなかったと思い、
男の子がベッド上で卵を食べている絵に変
えた。 ⑧看護師が子どもの視点に立った表
現の仕方を教えてくれたことで、対
象の子どもの発達段階に合わせた看
護実践を学ぶことができた
A,	F
臨床指導者にもう一度見せたときに、また違う視点で、
もっとこの言葉を具体的にしたらいいとか、たぶん年
齢的に飽きてしまうから問い掛けしながらやっていっ
たほうがいいという視点をくれた。問いかけの内容も
アドバイスしてくれた。
これはこういう聞き方のほうがいいんじゃ
ないというのは勉強になった。
B
（いつも付き添っている患者の祖父に）一言目に何を
どのように話しかけたら話せるのかということにつま
ずいていた。臨床指導者に「まずどこから来ているん
ですか、でもいいんじゃいの」と言われた。
そこからやってみたらすごく話してくれて、
かかわりの中で祖父自身もいいところにも
たくさん気づけたり、かかわり方が変わっ
てきて、本当に身体も心理も、環境的にも
時間をかけながら進んでいけたと感じた。
⑨臨床指導者が家族との関わりの
きっかけをつくる声かけを例示して
くれたことで、その声かけを実際に
行い、看護を展開することができた
A
紙芝居の枚数が少ないとその日の臨床指導者に言われ
たとき、教員が対象の子どもの発達段階に合わせると
この枚数がちょうどいいと学生が考えていたことを
フォローしてくれた。
私ともう一人の学生は言われたことを受け
て、もっとこうしようということばかり
だったが、教員がフォローもしてくれたこ
とをありがたく思った。
⑩学生が臨床指導者からの指導をた
だ受け入れるだけであったとき、教
員が学生の考えを代弁してくれたこ
とで、自分たちの考えが適切であっ
たと気づくことができた
B
最終カンファレンスの時に臨床指導者が、「学生は
ずっとこの子を時間をかけて捉えていたんだろうと思
います。」と言ってくれた。
私はずっと停滞して駄目だ、駄目だと思っ
ていたが、そういう時間、その子を捉える
ための時間だったと気づいた。後でケース
カンファレンスの時に文献を読んで、小児
実習で子どもの立場にたった看護ができる
ためのプロセスについての研究があり、そ
れを私はまさにやらせてもらえたんだなと、
自分だけでは絶対できない有意義な実習を
させてもらった。
⑪臨床指導者が時間をかけながら対
象理解を深めていた学生の態度を評
価してくれたことで、停滞していた
と感じていた時間が子どもを看護す
るうえで必要であったことに気づく
ことができた
A
紙芝居をしたときに、臨床指導者が来てくれて、私と
もう一人の学生は紙芝居をすることだけに着目して、
子どもの表情とかはあまり見ていなかったが、振り返
りの時に、途中すごくそわそわしていたとか、どうい
う場面でそわそわしていた、何分ぐらいでちょっと飽
きてきた、などを全部教えてくれた。
そういうところもちゃんと見ていかないと、
また紙芝居とか絵本とかするときのために、
次につなげてくれる機会があったので、す
ごくそれはためになった。
⑫学生は活動をすること自体に精
いっぱいだったとき、臨床指導者が
子どもの反応を見て教えてくれたこ
とで、子どもにとってどうだったか
という評価を学ぶことができた
１）学生がもっている疾患や病態，治療，発達段
階などの知識を対象者にあわせて統合し看護を
展開できるように，臨床指導者や教員が学生に
問いかける
　この特徴は，実習を通した指導と学生の学びの
性質①～③から導かれた．特に対象理解の難しい
事例では，臨床指導者と教員が協働しながら問い
かけを続けることが学生の学びを深めていた．問
いかけられることで，学生は不足している知識に
気づいたり，看護の方向性が理解でき，自力で知
識を補う学習を進めたり看護を展開でき，自らが
気づき学習を進めたことで達成感を得ていた．
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２）臨床指導者や部屋担当の看護師が対象理解に
基づく／ふだんから行っている具体的な方法を
学生に示す
　この特徴は，実習を通した指導と学生の学びの
性質④～⑨から導かれた．対象にずっと接してき
た看護師による子どもの特徴を踏まえたアセスメ
ント，現場の条件の中で対応する具体的な方法，
子どもの視点に立った内容や表現，家族にどのよ
うに声掛けするかなど具体的なひと言により，学
生はその場・その対象に合った視点や方法を理解
し，看護実践につなげることができていた．
３）臨床指導者からの指導を受け入れるだけでな
く，学生が根拠をもって実施したことは教員が
代弁し，学生が病棟看護師に伝えられるよう励
ます
　この特徴は，実習を通した指導と学生の学びの
性質⑩から導かれた．学生は，臨床指導者からの
指導を最善と考え，自分が根拠をもち計画したこ
とでも修正しようとしていた．教員が学生の考え
を代弁してくれたことで，自分の考えが適切で
あったことに気づき自信をもって看護実践するこ
とができていた．
４）臨床指導者が学生には気づけない学生の態度
や行った看護の評価を伝える
　この特徴は，実習を通した指導と学生の学びの
性質⑪⑫から導かれた．受け持ち期間中に学生が
対象理解に向き合い続けたことや，学生が実践す
ることに精いっぱいの時に対象の反応を伝えるな
ど，臨床指導者が学生には気づけない評価を伝え
てくれたことで，学生は自信や行った看護への内
省が深まり，次につながる体験となっていた．
表２　学生が実習において受け入れられていると感じたり困難を感じた場面
《部屋担当の看護師からも丁寧な指導がもらえてありがたかった》
・一人一人の看護師みんなが教えてくれる意思をすごく感じて，他の病棟で「分かりました」と言われると違和感があるくらい教えてくれた
（C）．
・臨床指導者だけでなく部屋担当の看護師もアドバイスをすごく丁寧にしてくれたので，学ぶことがたくさんあった（D）．
・紙芝居をすると部屋担当の看護師に言った時，臨床指導者と一緒に見てくれた．紙芝居をした日の部屋担当の看護師も子どもの反応を聞い
てくれた（F）．
・部屋担当の看護師が，継続用紙をいつも持っていて学生の行動調整で抜けているところについても聞いてくれた（F）．
《部屋担当看護師が他の学生の活動に一緒に巻き込んでくれた》
・部屋担当の看護師と行動調整したとき「せっかく同じ部屋で同じ疾患を持っている患児さんがいるんだから一緒にやったらどう？」と，私
のことも巻き込んでくれた（A）．
《部屋担当看護師が学生の辛いと感じたことを分かってくれて支えられた》
・部屋担当の看護師に，患者の家族はこういう感じなので聞けなくて困っていると話したら，「分かるよ，そういうこともあるよね，私もある
よ」と言ってくれた．このつらさを分かってもらえたと，支えられた感じがした（G）．
《学生の学びが深まるような教員の受け持ち選択への配慮がありがたかった》
・話せない患児さんを受け持っていたので，教員が最後の障害児看護実習では同年代の話ができる方を選んでくれたことを後で知ってありが
たかった（B）．
《教員や複数の看護師との行動計画調整に戸惑った》
・教員と臨床指導者との行動調整に時間がかかり，その後部屋担当看護師が見つけられず，最終的に臨床指導者から学生が直接，実習期間と
にかく休憩に入れていないという指摘を受けた（A）．
・行動調整がいつも後のほうになるので医師の回診に先に行ってよいと言われていたがあまり見られなかった（D）．
・学生の報告の仕方が看護師の認識と違っており，部屋担当の看護師には行動の調整，臨床指導者にはアセスメントや考えを含めた行動の調
整だった（D）．
《しなければいけないことは理解していても対象の反応から踏み込めず，しなければいけない気持ちとの間で困難を感じた》
・退院指導の時，現状を聞こうとしたが（受け持ち児の）母親に大丈夫と言われそれ以上踏み込めず，臨床指導者には聞けていないと言われ，
やらなければいけないがどうしてよいか分からずとてもつらかった（G）．
注）《》カテゴリー，（）学生を示す
表３　学生の大学教員と臨床指導者の連携・協働に関わる感想や意見
《学生の学びや課題を教員と臨床指導者が共有することで学びが深まる》
・学生の知識があるのに思考できていないところに教員が気づき，それを臨床指導者と共有し，学生が苦手としているところにアプローチし
ていたことを知り，教員と臨床から見た視点とすり合わせて指導をしていたことで自分の学びが深まったと感じ，協働の意義を感じた（D）．
・大学と病院が連携していたほうが互いの情報共有ができて，学生の望んでいることと指導側のすり合わせができ，実習がスムーズにいくと
感じる（F）．
・大学と病院が協働していないと，学生の今までの学びや考えが病院に伝わらず実習がやりにくいと思う．学生指導の看護師は，学生の報告
したいことをくみ取ろうとして聞いてくれていると感じた（F）．
《教員が臨床指導者と関係がよいことで実習がスムーズに進む》
・学生の受け持ちではない児のケアに参加させてもらうときに教員が，看護師とやりとりしながらスムーズに決めているのを見て協働を感じ
た（A）．
《教員が病棟看護師や医師と親しく話すのを見て学生が居てもよいと思える》
・学生は，実習先に行くことだけで不安が大きい．自分の知った顔の先生と一緒に病棟に行けて，その先生が病棟看護師と仲良さそうに話し
ているのを見るだけで自分たちはここに居てもいいと思え，実習に入りやすくなる（A，C）．
・医師と教員が話しているのを見て，病棟看護師だけでなく医師とのつながりもあると思い心強くなる（A）．
《連携について不自由や不満を感じない体制自体がすごい》
連携について不自由や不満を感じない体制自体がすごいこと（G）．
注）《》カテゴリー，（）学生を示す
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第36号
－25－
　学生の実習における臨床指導者あるいは教員の
関わりや，学生の実習における困難や学びに関す
る先行研究は多い．学生は，患児を熟知している
実習指導者と共に援助を行うことや，継続して
様々な援助に関わること，学生が自分自身の思い
を言葉や記録に表現することで学びが深まること
１），学生自らが実施した看護の効果を実感できる
ことが成功体験につながること２），などが報告さ
れている．また，実習で子どもや家族への関わり
方に困難を感じる学生への教員の関わり方につい
ての研究が多いこと３），成人看護学実習において
は，学生が患者・実習指導者との関連性の構築や，
看護過程の展開，看護援助の実施に困難を感じて
いることも示されている４）．いずれの報告におい
ても，実習指導者と教員の連携の必要性は考察さ
れているが，実習における臨床指導者と教員の協
働についての研究は多くはない．実習指導者と教
員の共同に影響する要因を量的に調べた研究５）
では，協働特性として，実習の問題事項について
は共同できているが，実習指導の充実に関しては
協働が十分でないこと，学生の学習状況を理解し
てコミュニケーションを図り，実習の役割や本質
を理解して尊重し合える関係性を構築する必要性
が示唆されている．本研究の結果から，学生の実
習を通した学びの深化をもたらす病棟看護師・教
員の実習指導の特徴が見出された．学生の学びの
深化は，臨床指導者を含む病棟看護師と教員がそ
れぞれの特性を生かしつつ協働し，継続して学生
に関わったことでもたらされていた．今回の実習
では，臨床指導者と教員は様々な場面でコミュニ
ケーションを図りながら実習指導に関わっていた．
加えて，臨床指導者が学生の学びを他の病棟看護
師に伝えるためのマニュアルや指導内容を引き継
ぐための用紙を活用していた．これらは，先行研
究による，実習の役割や本質を理解した尊重し合
える関係性の構築の具体であったと考える．
２．学生の実習を通した学びの深化をもたらす大
学教員と臨床指導者間の連携・協働のあり方
　学生は，大学教員と臨床指導者の連携・協働に
ついて，学生の学びを両者が共有してくれること
で学びが深まり実習がスムーズに進むことを述べ
ていた．また，教員が病棟看護師や医師と親しく
話しているのを見るだけで安心して実習に臨むこ
とができていた．さらに，学生は臨床指導者だけ
でなく部屋担当の看護師が丁寧に指導してくれた
り，声をかけたり学生の辛さを理解するひと言を
かけてくれることで，自分たちが受け入れられて
いると感じていた．一方で，実習場毎に異なる教
員と複数の看護師との行動計画調整に戸惑ったり，
よいと考える看護を対象に合わせて行う方法が見
いだせず戸惑う経験もしていた．高度医療を担う
実習施設の環境は学生にとって緊張を高める様々
な要因がある．学生が実習から多くの学びを得て
いくためには，大学教員と臨床指導者が学生の学
ぶ過程を共有し指導に関わること，その前段階と
して学生が安心して実習に臨むことのできる環境
調整が必要であり，これらを包含した連携・協働
が求められる．
Ⅴ．終 わ り に
　本研究の対象となった学生は，対象となった病
棟で実習を行った学生の20％程度であり，よい実
習体験をもつ学生に偏っていた可能性がある．ま
た，本実習に至るまでの学習の積み重ねがあるこ
とが，本実習での学びにつながっていたと考える．
今後は，本研究で得られた結果を生かし，学生の
実習を通した学びの深化をもたらす臨床指導者・
教員の実習指導の特徴を踏まえた連携・協働の取
り組みを推進していきたい．
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